
研究例会報告 

《第 400回》 

日 時：2025年 1月 25日（土）14：00～15：30 

会 場: オンラインで開催(Zoom)  
テーマ：私たちは「紙の本」からどう学んでいるの

か：身体的認知論からみた「紙の本」の特
性と知識の構築 

発表者：結城俊也氏（専門理学療法士・介護支援専

門員・博士（医療福祉学）） 

参加者：30名 

 

 今回、「紙の本」の持つ物理的特性が、人間の知

識を構築するうえで有益であることについて、身

体性認知論の立場から報告した。 

・身体性認知論とは 

 人間の認知情報処理は身体の状態や姿勢に影響

を受けるという理論。例えば、腕を大きく回した時

のほうが、小さく回した時よりも、思考が拡がり創

造的なアイデアが生まれやすくなる。また、同じ内

容のマンガを読む場合でも、しかめっ面で読むよ

り作り笑顔で読むほうがおもしろく感じるなどが

それにあたる。 

・タブレットでの読書はなぜしっくりこないか？ 

 紙の本に比べ、タブレット操作による読書に違

和感を覚える人も少なくないはず。その理由の一

端は両者における操作性の違いにある。前者は紙

をめくるという慣れ親しんだ動作で読み進めてい

くのに対し、後者はスワイプやタップという不慣

れな動作で読み進めなければならない。その分、タ

ブレットは読書に集中できなくなってしまう。つ

まり、タブレットは紙の本よりも認知的負荷の高

い媒体であるといえよう。 

・「紙の本」は操作メディアである 

 私たちは本の内容を理解する際に、文章を指し

示したりなぞったりすることがある。この文章に

「触れる」という行為が、内容を理解するうえで重

要な役割を担っている。校正課題でのコンテンツ

インタラクション数を比較した研究１によると、紙

の本はタブレットに比べて、文章のポインティン

グ（指し示し）やなぞり行為が有意に多かった。そ

して紙での校正はタブレットでの校正に比べて、

誤り検出率が高かったと報告されている。 

すなわち、私たちは文章に触りながら読むこと

によって、より集中して内容を理解することがで

きる傾向にある。逆に触ることを制限されると、読

みのパフォーマンスは低下することがある。認知

科学の研究者である柴田博仁氏らはこのような傾

向をとらえて、紙は「表示メディア」というよりも

「操作メディア」である２と述べている。つまり読

書とは、手を使ってアクティブに書籍のメッセー

ジを読み解くプロセスであるといえよう。 

・知的営みを行う外部リソースとしての「紙の本」 

 人間は行為を通して環境に働きかけ、その環境

を変化させ、それを知覚して情報を取得して認知

を行う。例えば紙の本の場合、ページを折ったり、

付箋を貼ったり、または文章にアンダーラインを

引いたりしながら内容についての理解を深めてい

く。この際、紙の本は認知行為を行う外部リソース

となる。知識が自分の持つ認知リソースと、環境や

状況といった外部リソースとの関係性の中で創発

する。 

してみれば、文章データから知識を構築するに

あたっては、そのデータをどのような媒体から取

得するかによって知識の構築パフォーマンスは左

右されるだろう。現時点においては、タブレットよ

り紙の本の物理的特性のほうが身体との親和性は

高いと思われる。そうであるなら、紙の本のほうが

知識の構築においては一定のアドバンテージがあ

りそうだ。しかし、今後タブレット端末をはじめと

した機器の操作性が向上し、私たちもその操作に

精通してきた時、当該機器による知識の構築パフ

ォーマンスも向上していくのかもしれない。 

・まとめ 

「紙の本」や「電子書籍」の有用性について考え

るにあたっては、人間における知識の構築は外部

環境との関係性においてなされること―さまざま

な特性を持つ外部環境に対し、身体的存在として

の私たちがどのようにコミットしていくのかとい

う関係性においてなされること―にもっと心を砕

くべきである。環境（本やタブレットなどの媒体、

さらには図書館や書店といった空間も含む）が私

たちに与えてくれる行為の可能性（アフォーダン

ス）という視座を取り入れることで、本や図書館の

あり方に関する新たな地平が開けるのかもしれな

い。             

（文責 結城俊也） 
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